不登校からの出発
   ◎事例にみられる要因
　NPO法人　くまもと学習支援ネットワーク
事例1 
Aさん
中学校3年間ほぼ不登校。
卒業はしたが、ほとんど家から出ず。買物は近くまででかけることはできる。
人の出はいりは多い。友達は小学校以来あうことがすくない。
高校受験しなかった。高校に行ってもほとんどついていけないから、１年間基礎から勉強し高校受験したい。病院を受診していない。
不登校になった要因は聞き出せなかった。

勉強に来られるかどうか不安。
しかし、以外にも朝きちんと来た。同じ状況の子がいたため、違和感は、感じなかった模様。小学校の分数から、毎日いっしょに学習(4から５時間)夏までに中学3年間内容終了。実力テストは7割を超えた。かなり自信を持った。
結果
高校進学。
　高校では自信を回復し、みちがえるように元気になった。
要因
おとうさん→　お父さんが子供を信じていた。この子はなんとかなる。お父さんから怒られたことはないと本人から聞いた。
　　　子→素直に0から学習し、大変だったと思うが毎日きちんと出てきた。
　　　　　　すぐに成績が伸びたことで自信回復。　仲間ができたこと。
事例2 
Bさん　　学校でひどいいじめにあった。学校に行こうとすると泣き出す。
　　　学校に対応してもらったが、怖くていけない。
　　　学期末ごとにチャンスはあったが最終的に次の学年でクラス替えにて
　　　いじめた相手と離れたクラスを学校が設定。
　　　２度といじめないように相手に念を押す。
　　　受験に向けて毎日学習した。時間帯は、学校の生徒に会わない時間帯に設定。
　　　まったくいじめられたという様子、不安もなくコンスタントにフリースクールで学習。
　　　黙々と課題を毎日やった。３時間程度。
　できる限り学校より予習をして、自信を回復して学級にもどれるように指導。
　遅れた学習の指導を行ったのちに予習をした。
　　期末テストや中間テストの範囲を担任の先生から聞き、対策を行った。
　　はじめは保健室で試験を受けることができなかったが、テストだけは受けることが
できるようになった。
　　
結果　1年後にクラスにもどれた。
　　　　予習をしていたので授業にも余裕をもってついていけた。
　　　　高校は目標校に合格し、高校ではよい成績。部活等で活躍。
要因　　お母さんがおおらか。あまりくよくよしていない。なんとかなる。
　　　　　本人は、将来設計がしっかりとなされており、○○の資格を取りたい。
という強い目標があった。

　　　

事例3
Cさん　　学校と部活でひどいいじめ。友達に裏切られた。
　　　　　　不登校になり部屋にこもり、ゲーム三昧。食事は出てくるが、母との会話
は少ない。
何度か校門まで連れていくが、ガタガタ震え逃げ出す。
学校側から対応をするも本人は恐怖で、動けない。
昼夜逆転がはじまる。
高校入試せまり、車の送迎でフリースクールにて学習開始。
本人とは話は通じるがほとんど、頷くだけ。言葉が出ない。
目を合わせない。２時間の間勉強するのは、３０分程度あとは寝ている。
何度か起こし学習指導する。
　　　　
　　　　　　昼夜逆転を改善していくよう。朝起きすることを約束。
　　　　　　午前１１時までに来られるようになった。
　　　　　　病院は行きたがらなかった。

失敗　　家族がゲームをとりあげたら激怒。しばらく通所しなくなった。
　　要因　ゲームが友達。一番安心できるのがゲームであった。
　　　　　　家庭訪問を数度行いうが会えない。
「不登校してもいいが勉強はしないといけない」と何度も伝えた。
　　　　　　１か月後再び通所し、学習を行う。
　　　　　　　６か月後、内申書を考えて期末テストを受けるようアドバイス。
　　　　　　　テスト対策は学校からもらったプリントを実施。
　　　　　　　結果　以外にも平均点が取れ、本人は喜ぶ。
　　　　　　　　それから、少しずつ声が出て会話ができるようになった。
　　　　　　　背中がピンと伸びている時間が増えた。
　　　　　　　高校合格。
学校ではほぼ不可能と思われた第一志望校に合格。
　　それから本人も顔がパッと明るくなった。
　　通学する高校にいじめた同級生がいないか不安がっていたが、高校ですぐに友達ができ、見違えるようになった。ほとんど無欠席となった。
要因　お母さんがフリースクールへ行くことを決めすぐに実行したこと。
　　　　「この子はできます。」とお母さんに何度も伝え、それがお母さんの自信となり、
それが間接的に本人に伝わりやってみようという気になったのかなと思われる。
　　　平均点が取れたことも大きかった。
　　　「勉強は大切だからと不登校しても勉強はしなさい。」と何度も何度も説明したこ
とも効果があったと思う。

事例4
Dさん
高校の時突然学校に行こうとすると、力が抜け、行こうと思ってもいけない。
原因不明。病院に行っても原因わからず。
いたって友達付き合いもよく明るい。
ただ、不安に思う気持ちが強い。
高校は出席日数足りず中退。しばらくバイト。
方向性が定まらず、相談を受けることになる。
とにかく高卒認定を頑張ってみよう。ということで高認の指導を実施。
８月にすべて合格。
専門学校に進む。
原因はよくわからないが、友達からの相談を受けやすい。当時クラスのグループのつなぎ役のような存在だった。しかしその役割が負担になったと思われる。学校は楽しいし先生も好き。友達も好き。成績もまあまあ。
　考えられる要素は人と人の間で板挟みの自分で苦しんだことが原因だと思われる。
要因　学校を離れバイトという新たな環境があっていたのか、泣くことがなくなった。
高認は苦労したが、満足のいく結果で合格後すっきりした表情となった。
　自分で学費を支払う必要があったので現実的な生活を重視したことがよかったのかもしれない。
事例5

Eさん
いじめが原因。学校では人気者でクラス雰囲気を作り出すリーダー的存在。
突然学校へ行けなくなった。
ひきこりって数か月。本人もご両親もともに焦る。高校は?今後どうなるのか?

本人が「青年の船」のスタッフ募集広告を発見し、「行きたい」両親に話す。
費用も掛かるが、一か八かまったく自分を知らない相手との遭遇ならば、0からの人間関係構築なので数か月は頑張ってみてはと後押し。
結果　帰国後、クラスに戻った。すんなりと。不登校講演会の発表もした。
要因　自分を知らない。「○○はこういう人なんだ」と決めつける普段の環境から離れたことが大きな要因となった。
　　　本人も０からのスタートとしてリセットできたと思われる。
　　高校、専門学校、大学へ進学しみちがえるように元気になった生徒を見ると、
　　環境を変え、リセットすることは大きな要素になりうると考える。
事例6
Fさん
アスペルガーの診断あり。友達はいるがいつも友達と対立し喧嘩別れ。
父親には常に反発。父への不満を母にぶつける。
突然学校へ行けなくなった。
ひきこりって数か月。本人もご両親もともに焦る。高校は?今後どうなるのか?

本人高認を取るために通所。さみしいという。友達を作りたい様子。先輩のボランティアと話をするようになる。高認合格後、大学を目指す。大学合格。
ずいぶんと丸くなった。
要因　不登校の時父親から、相当叱られる。こうあるべき。という説得は、反発を買ってしまうか、現在の自分とくらべて自信を失わせるか、やる気を失わせるように思える。不登校の生徒の場合、なにくそという勇猛心はほとんど表れてこないように感じる。
叱れば叱るほど、こうあるべきと言えば言うほど、気力を失い、ベクトルは逆方向かあるいはゲーム等の別の方向に向かってしまう傾向にあるように思われる。

本人が自覚することが大切。
事例7
Gさん
どうして学校に行けなくなったかはっきりと言わない。お母さんもわからない。知らない。お母さんはかなり心配していらした。それが本人に伝わり表情がますます硬くなる。
能力は高いが、基礎がほとんどできていない。本人は真面目なことから、毎日頑張っていたが、ついていけなかったことが原因の模様。
頑張っても追いつけないことで、やる気をうしない。自分はあらゆる点で低くどうせだめだから。「どうせ・・・」「・・・・は意味がない。努力しても無理だし、無駄だ。」
何を話しても「それ何の意味があるんですか。どうせ無駄ですよ。」という反応。無表情。すべてについて否定的。ため息ばかりつく。しかし、次回の予約を入れ必ず来る。親が言うので来ていると発言するがきちんと来る。自己否定の言葉の裏に「なんとかしたい。」「話を聞いてほしい。」の2点は持ち続けていると感じる。
きっかけは、一緒にやったゲームで本人が勝ったことだった。
この時初めてすこし笑った。もう一度対戦すると本人が勝ちやはり、少し笑った。
それから半年が過ぎ編入学をした。
要因　ひきこもっていたところが面談に来るとはなんとかしたいという意思のあらわれであると思う。なんでもいい、あるきっかけで信頼関係や自己肯定のチャンスが広がる。
　　
事例8
Hさん
小中学校ではやんちゃだった。活発すぎるほどであったという。高校でがらりと変わり、不登校に。1年近くひきこもる。訪問していくうちに、お母さんのイライラが気にかかる。どうして学校に行けなくなったかはっきりと言わない。お母さんもわからない。知らない。過干渉気味。本人はとても素直。しかし目を合わすことはほとんどない。言葉づかいも丁寧。
思い切って親元から離れ親類宅で生活することに。バイトをしたが続かない。
高認を目指ことになる。高認の学習をし、高認取得。高校を辞め、次の進路を一緒に考えた。バイトを長期間やれるようになった。目を合わせて話せるようになる。
ある大学の先輩と話をし、その大学に興味を持ち受験勉強することになった。

要因　親元から離れ、新しい環境でリセットが始まったのではないか。ひきこもっていてはリセットができなかったかもしれない。過干渉は、リセットする意欲をそいでしまうのかもしれない。不登校、引きこもりの方の大部分は真面目で正直。
反面、社会や学校、親のせいにすることもある。
なんとかしなければ。と本人が思ったときがドアをたたくときかもしれない。
そのチャンスをのがさないようにすることが大切であり、目標に向かう遠さを感じ不安を持たれるのはむしかたがないが、朝起きた。外に買い物に一人で出た。勉強をしたという毎日一歩上がったことを一緒に確認した方がよいと思う。
まとめ　　
①本人が納得しなければ動かない。
　　
②自信の回復が大切　　
　　学校生活に戻りたいという気持ち、あるいは友達と楽しく、家族と楽しく生活したいと思う気持ちはだれにもある。
　

③きっかけを逃さない。
　　ただ黙ってそばにいる。それだけでも効果がある。
　　一緒に旅に出たおじいさんの話。
　　　不登校の子とおじいさんは旅行をした。おじいさんは、一切聞かなかった。
　　ただ一緒に旅をした。それがきっかけとなった。
本人はそれから親と話すようになった。
バイト、釣り、本との出会いなど様々。進学もそのひとつ全く環境を変え、
0からリセットすることもチャンスとなりうる。
　寝ていても風は起こらない。観察をすること。

④見失った足元の再構築
　　朝起きる。面談に来る。など遠い目標の設定も大切であるが日常生活を整えて、毎日すこしずつ実行し、それを評価し確認することが大切。
　　ブロックを少しずつ組みなおしていくイメージ。

①②③④ともに時間がかかることが多い。
④の各回のスモールステップの約束の実行をすることは効果があると思われる。
※ゲームに時間を取る、昼夜逆転がある場合について
　本人の安心できるのは皆さんが寝てしまった時間帯です。
　「かまってほしくない」というのが本音だと思います。
　どういった対策が必要かは、カウンセラーと相談したほうがよいと思います。

　
支援者の心得
①守秘義務を守る。　
②個人情報を口外しない。
③自分の個人情報は相手に渡さない。→個人的な接近は支援に支障をきたす。
　　年齢、住所、携帯電話番号など
④連絡先は、必ず支援団体の窓口、支援会場とすること
⑤開始時間を早めたり、延長したりはしない。
⑥個人宅に訪問する場合は 訪問者は2名以上とすること。
　　　生命の危険を感じた場合、関連機関に通報し支援者の安全を確保すること。
⑦カウンセラーや支援者が他にいる場合は、情報を共有しておくこと。
　　　連携を常に保っておくこと。

⑧支援する場合、「振り返り」を行うこと。
　　次回の約束や宿題の約束をすること。
➈支援方法や問題が発生した場合、同僚より、すぐに上司に必ず報告し、判断を仰ぐ
こと。　支援者同士だけで判断をし、対策を行わないこと。
⑩宗教的な話や勧誘をしないこと。
⑪支援団体の緊急連絡先、関連機関の連絡先を把握し、支援団体のヒエラルキー(階層構造)を理解し、上司に判断を仰ぐ、報告を行う。命令は上司が行う。ということを理解し実行すること。
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